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アルミ価格下落  

  
 アルミの価格は、ＬＭＥによって決まるというお話

は、以前掲載させて頂きました。 

 現在、LME は現在非常に安いレンジにあります。一方

で、プレミアムは、４月からさらに上昇しております。

 アルミの新塊価格は、LME CASH(現物)価格に移送費な

どを加味したプレミアムを加算して決められます。地区

によってそれぞれ違います。日本の場合は、ジャパンプ

レミアムとなり、アメリカは、アメリカプレミアムとな

ります。４月からのジャパンプレミアムは、365 ドル程

度で決まった様です。LME CASH が 1700 ドル程度ですか

ら、２割以上のプレミアムと言う事になります。日本の

需要家さんは、2065 ドルで新塊を買っている事になりま

す。 

 昨年を振り返ってみますと、１月の LME CASH は、20

３８ドル、プレミアムは、245 ドルでした。つまり、2283

ドルとなります。そして、先月は、LME CASH 1703 ドル、

プレミアム 255 ドルで、1958 ドル。その差 325 ドル。大

幅に下がった事になります。ここまで下がると、メーカ

ーは、採算割れとなりますが、LME は、市場ですのでコ

ントロールは出来ません。そこで交渉で決めるプレミア

ムを大幅に上昇させてきたのです。一般的に、メーカー

の採算価格は、2000 ドルと言われていますので、これを

割るレンジになってくるとプレミアムで調整してくる

のです。一方で、LME 倉庫を利用した、投機も行われて

おり、現物はタイトな状況が続いています。 

一方で、スクラップ価格はと言いますと、逆に上昇して

いた、商品もあります。ADC12 向けのスクラップなどは、

その典型だと思われます。消費税の駆け込み需要なども

あり、自動車生産は、好調でした。そして ADC12 は、エ

ンジンなどで使用される為、大量に消費さていました。

また、為替が 90 円台であり、輸入のインゴットが入り

にくかった事も、国内需要に貢献致しました。ADC12 は、

基本的には、スクラップをメインに生産されますので、

スクラップの需要も旺盛でした。 

 直近では、やや LME が上がっていますが、自動車生産

も落ち着いており、合金メーカーでは、概ね１５％程度

の減産となっております。その為、需給は緩んでおり、

価格は下落する傾向にあります。 

大きく下がる事は無いと思いますが、上がる事は、考え

にくい状況となっております。 

 

大雪の影響未だに 
 
 ２月の大雪には、久しぶりに驚かされました。カーポ

ートの倒壊なども大量に発生しており、工務店さんなど

も、撤去も施行も間に合わない状況が続いております。

被害は、メーカーでも起こりました。北関東にあるアル

ミメーカーでも工場建物の倒壊が起こり、生産がストッ

プしていました。鉄筋を生産しているメーカーでも屋根

が変形し、クレーンが使えなくなり、生産を止めていま

す。復旧は６月とも言われております。大手ゼネコンで

も人手が不足していて修理が出来ない様です。このメー

カーでは、関東地区ののスクラップ消費の１割程度であ

り、需給は緩んだままとなっております。主要な輸出先

である、韓国も不調であり、船の滞船も起きています。

年度末でもあり３月はそれなりの発生量だったのです

が、納品先が狭い状況が続いています。１日も早い改善

が望まれます。 

 
低成長時代に業績を伸ばす 
         社長の条件 
 
地元の所沢でもご活躍の税理士の先生が、こんなタイト

ルの本を出版されました。日頃から顧問先などを集め、

セミナーなども積極的に開催している方で、非常に勉強

熱心な先生です。２月に本を出版されたとの事で、早速

取り寄せて読ませて頂きました。非常に分かりやすい文

体で書かれており、また経営する上で需要なキーワード

を系統立ててまとめてあります。 

社長の仕事は「仕事を創造すること」 

その通りだと思います。仕組み、商品を考えだし、実践

する事で利益を出し、社員に還元していく。トップの仕

事は、正にこの一点です。しかし、新たな事業もやがて

は衰退していきます。ですから、常に新しい事にトライ

していかなくてはなりません。もちろん全てがうまく行

く訳ではありません。それでも、如何なる状況でも、ト

ライを続ける事が何よりも大切であると改めて感じま

した。時には、現場に出る事も必要ですが、それはネタ

を探す為であったり、改善の余地を探す為です。本来の

仕事ではありませんから、体を動かして仕事をしている

気になっては、本末転倒です。改めて、トップの仕事と

は何かを考えるきっかけでもあり、背中を押してくれる

一冊だと思います。また、経営層の方も是非ご一読頂け

ればと思います。会社という組織を運営して行くための

ヒントが満載ですし、経営側に居る自分を改めて見直す

機会にもなると思います。 

2014 年４月号 


